
35ステーションパーク・たぬき広場・金長たぬき像



小松島ステーションパークは、昭和六十年三月に廃止された日本で一番短い路線、旧国鉄小松島線・小松島駅跡地を整備して造られた公園。徳島自動車道津田ＩＣから車で約三十分、ＪＲ南小松島駅からは徒歩十分の八千代橋を渡った先にある。園内には野外ステージやたぬき広場があり、無料駐車場、公衆トイレも完備されている。市のシンボル、世界最大級のたぬき像が迎えてくれる。像の前で手を叩くと背面の岩山（高さ十メートル、横幅三十メートル）から人工の滝が音を立てて流れ落ち、迫力あるモニュメントとなっている。また、公園内や遊歩道には愛嬌たっぷりのたぬきの石像が点在し楽しませてくれる。たぬき伝説がたくさん残る小松島市、市内の至るところでたぬきの像や祠に巡り合える。
北側エリアには市立図書館がある。入口には名画「泉」の乙女の像を原形とした水瓶から、清らかな名水「イデアの泉」が湧く。美しく芸術的な雰囲気の名水スポットのひとつ。
また、図書館に隣接してウッドデッキ空間のこかげテラスがある。周囲の豊かな緑の木陰にテーブルや椅子が配されている。図書館内から直接アクセスでき、本を持ち出して読書も可能。オープンな空間で郷愁とやすらぎのある場所となっている。
西側エリアには近年、大型インクルーシブ遊具が導入されたＳＬ広場があり、小松島駅の駅舎が再現され、プラットホーム等が残されている。客車として利用されていたＳＬ蒸気機関車も配されており、当時の面影がしのばれる。
　さらに北へ車で三分、徒歩十分ほどの場所に金長神社がある。狸が登場する数多くの民話の中で特に有名な「阿波の狸合戦」。小松島を舞台にした民話である。大映により映画化され、空前の大ヒット作品となった。そのお礼にと大映社長からの寄贈で現在の金長神社が建てられ「金長大明神」を祠る。映画の聖地であり、商売繁盛の守り神や開運の御利益で人々に親しまれている。御朱印は近隣の徒歩二十分ほどの地蔵寺で授与されている。
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